
大雪山国立公園携帯トイレ普及宣言 発表式 

企画概要 

 

■ 名  称：大雪山国立公園携帯トイレ普及宣言発表式 

■ 主  催：大雪山国立公園連絡協議会 

■ 日  時：平成 30 年７月 10 日（火）13:00～14:30 

■ 場  所：上川町 大雪高原旭が丘 

     晴天時：フラテッロ・ディ・ミクニ脇の広場スペース 

     雨天時：交流体験棟 

■ 参加人数：50 人程度（マスコミ、大雪山国立公園連絡協議会構成員、共同宣言発 

出主体、事務局（自然保護官事務所）、一般傍聴者） 

■ 目  的：携帯トイレ普及宣言を採択して大々的に PR し、オール大雪山で携帯ト 

イレの普及に取り組む機運を高める。そのため、 

①報道機関が取材する機会を設け、各媒体で取り上げてもらう。 

②本宣言を一般登山者に対して情報発信するための素材をつくる。 

③宣言の共同発出主体を含め関係者で、宣言実行の機運を高める。 

■ 構  成： 

１．開会挨拶 

北海道地方環境事務所（統括自然保護企画官） 

 

２．宣言の採択、発表、解説 

採択・発表：大雪山国立公園連絡協議会会長（上川町長）、宣言の共同発出主体 

解説：大雪山国立公園連絡協議会事務局（桝首席自然保護官） 

 

 ３．共同宣言団体から所信表明 

   山のトイレを考える会 仲俣事務局長 

 

４．シンボルマーク表彰式 

  採用者の発表 

会長から採用者に表彰状と商品の授与 

採用者の挨拶（マークの説明等） 

 

５．携帯トイレ普及パートナー事業の紹介と取組発表 

   事業紹介：大雪山国立公園連絡協議会事務局（桝首席自然保護官） 

取組発表：りんゆう観光 

 

６．記念撮影 

  大雪山国立公園連絡協議会会員、宣言の共同発出主体、シンボルマーク受賞者 

  携帯トイレ普及パートナー 

 

 



７．出席報道機関からの質疑応答 

  対応者：大雪山国立公園連絡協議会事務局、宣言共同発出主体、携帯トイレ普

及パートナー、シンボルマーク受賞者 

  



 


